


生い茂った植栽(庭木)
は視認性を悪化

視線より下を
剪定

花壇の活用

ドロボウは、人に見られることを最も嫌います。
高い塀や見通しの悪いフェンス、生い茂った植
裁など、周囲からの死角が多い家はドロボウに
とって恰好のターゲットとなってしまいます。

「光」の対策でドロボウを撃退しましょう。
センサーライトは、ホームセンターや家電量
販店等でも購入できます。
また、地域全体で門灯などを点灯させ、ま
ち全体を明るくしましょう。

ドロボウは、ちょっとした足場があれば、高
窓や２階ベランダからも簡単に侵入します。
クーラーの室外機、物置、脚立は、侵入の
足場にならない位置に設置しましょう。

カーポートが足場に！

ひとつのドアに２つ以上の鍵がワンドアツーロック。玄
関ドア等がツーロックになっていれば、侵入に時間が
かかり、犯行をあきらめさせることができます。
スライド式窓が付いている勝手口は、スライド窓から
開錠される手口が多発しています。勝手口の施錠は
もちろん、スライド窓のロックも確実にしましょう。

ワンドア・ツーロックで
時間をかけさせる

ドア、錠を防犯性能の高い「ＣＰ建物部品」に取り替
えて、サムターン回しなどの不正開錠被害を防ぎま
しょう。
警察庁ホームページ(住まいる防犯１１０番)で「ＣＰ
建物部品」を紹介しています。 警察庁ホームページ

侵入か所で最も多いのが、「窓」です。ガラスを割ってク
レセント錠を開けられるという手口で侵入されています。
窓ガラスの対策には、防犯ガラスへの交換や防犯フィル
ムの貼付があります。ドロボウが嫌う「時間をかけさせ、
侵入をあきらめさせる」対策が効果的です。

２階へ通じる配管や樋も、ドロボウにとっては、
恰好の足場となってしまいます。
配管、樋の位置を考えたり、有刺鉄線を巻き付
けるなどの対策をとりましょう。

鍵をかけていない場所からの侵入も多発しています。
留守中のほか、在宅中でも鍵をかけていなければ、
侵入されてしまいます。
鍵かけは、防犯の基本です。

昼間、留守を狙う「空き巣」が多発しています。
長時間（期間）、留守にする場合は、あらかじめ室内灯をつけて
おいたり、新聞の配達を一時止めるなど、留守を悟られない対
策が効果的です。

ドロボウは、「地域の目」を嫌います。
普段見かけない人には、「どちらかお探しですか。」と声を
掛けたり、あいさつや会釈するなどして意識をすると、地
域で防犯に気を付けていることのアピールになり、ドロボ
ウに犯行をあきらめさせることができます。

防犯ガラス

特殊樹脂膜

ガラス

排水パイプのよじ登り対策


